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̇
a たちについて＊

伊澤 敦子

1．はじめに
prān

̇
a たちという語は、多くの場合 prān

̇
a を始めとする生体諸機能や1、

prān
̇
a や apāna など 5 種類の prān

̇
a たちを指すが2、その他に頭部におけ

る 7 つの prān
̇
a たちという概念も見られる。これら 7 prān

̇
a たちは、ある

祭事において重要な役割を担っている。それは、アグニチャヤナ（火祭壇
構築祭)3の際に使用される切断された頭部を扱う祭事である。しかし、こ
れらが実際にいかなるものなのかは必ずしも明らかではなく、訳語もまち
まちである4。

本論では、アグニチャヤナを記載する諸テキスト（Yajurveda 系の諸
Sam

̇
hitā と Śatapatha Brāhman

̇
a）の該当箇所および関連箇所を精査し、

＊ この論文は、2019 年 8 月 27 日にドゥブロヴニクにて開催された第 7 回 Inter-
national Vedic Workshop において発表したものを増補改訂した日本語版である。

1 気息、視覚、嗅覚、聴覚、発語機能、味覚、思考機能などを prān
̇
a の複数形

で表す elliptischer Plural (省略の複数)。Delbrück 1888: 102, 600、Wackernagel-
Debrunner 1954: 51、Hoffmann 1976: 387f. 参照。

2 prān
̇
a に関する論考は数あまたあり、網羅することはかなわなかった。ここに

はその一部の論文のみ挙げる。Ewing 1901、Brown 1919、岩崎 1961、中祖 1973、
Mitchiner 1982、浅野 1985、Bodewitz 1986, 1992、Brereton 1991、Blezer 1992、
Zysk 1993、Fujii 1999、長友 2011, 2017, 2019。それ以前の主な研究については、
Mitchiner 1982: 292, n.2、Blezer 1992: 42. n.11 参照。

3 Agnicayana は Soma 祭に組み込まれているが、正統的ヴェーダ祭式にはない
要素を多く含む、複雑にして壮大な祭式である。1000 の煉瓦を 5 層に積み上げて
祭壇を築き、そこにウカー（ukhā）という素焼きの器の中に 1 年間保持された火
を移すというもので、この新しい祭壇は新たな Āhavanīya 祭火として機能する。

4 vaital airs (Eggeling 1894), breaths (Keith 1914), vital functions (Brereton
1991), winds (Zysk 1993) など。
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7 つの prān
̇
a たちの実体を明らかにすべく考察を行う。

2．切断された頭部を扱う際の 7つの prān
̇
a たち

まず、切断された頭部に関する記述を検討する。アグニチャヤナにおい
て、人およびその他の動物の頭を新しく積まれる祭壇の下に置く。これら
は予め用意されるか、犠牲獣祭によって入手された頭部で、いくつかの祭
式行為によって祭式にふさわしいものとされる。次節に挙げるのは、その
うちの 1 つ、蟻塚を使用する祭事である。

2-1．蟻塚の使用
Kāt
̇
haka-Saṁhitā (KS) 20.8 (27,3-5), Kapis

̇
t
̇
hala-Kat

̇
ha-Saṁhitā

(KpS) 31.10 (157,15-17)
saptadhātr

̊
n
̇
n
̇
ām
̇

valmīkavapām
̇

pratinidadhāti. vyr
̊
ddham

̇
vā etat

prān
̇
ais. sapta śīrs

̇
an
̇
yāh

̇
prān

̇
āh
̇
. prān

̇
air evainat samardhayati.

彼（アドヴァリュウ祭官）は 7 つの穴の開いた蟻塚を［人の頭に］当
てて置く。これ（人の頭）は prān

̇
a たちをなくしたのだ。頭部の

prān
̇
a たちは 7 つである。他ならぬ prān

̇
a たちによってそれを完全に

することになる。

Taittirīya-Saṁhitā (TS) 5.1.8.1
vyŕ

̊
ddham

̇
vā́ etát prān

̇
áir amedhyám

̇
yát purus

̇
aśīrs

̇
áṁ. saptadhā́

vítr
̊
n
̇
n
̇
ām
̇

valmīkavapā́m práti ní dadhāti. saptá vái śīrs
̇
an
̇
yā̀h

̇
prān

̇
ā́h
̇
.

prān
̇
áir eváinat sám ardhayati. medhyatvā́ya.

人の頭というものは、これは prān
̇
a たちを無くして供犠にふさわし

くないのだ。彼（アドヴァリュウ祭官）は 7 つの穴の開いた蟻塚を
［人の頭に］当てて置く。頭部の prān

̇
a たちは 7 つである。他ならぬ

prān
̇
a たちによってそれを完全にすることになる。供犠にふさわしく

なるように。

Maitrāyan
̇
ī Saṁhitā (MS) と Śatapatha-Brāhman

̇
a (ŚB) には対応する部
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分がない｡5 また、KS (KpS も含む、以後同) の当該部分は頭を祭壇の下に
置く直前の段階で語られるが、6 TS の記述はずっと前に位置する犠牲獣
祭や祭主の潔斎の前に見いだされる。

KS と TS は、最初の 2 文の順序が逆である以外は、ほぼ同じである。
頭部には 7 つの prān

̇
a たちがあるが、切断されるとそれらを失ってしま

うので、7 つの穴があけられた蟻塚を当てて prān
̇
a たちを補うのであ

る｡7 頭部には 7 つの prān
̇
a たちがある、という文言は他にもいくつかの

5 ŚB と同派の KātyŚS にもやはりこの記述はないが、MS と同派の MānŚS には
以下の記述がある。

MānŚS 6.1.2.24
ayaṁ yo asya yasya ta idaṁ śira etena tvaṁ śīrs

̇
an
̇
yām edhi |

ity chidre ’pinidadhāti saptadhā vidīrn
̇
āṁ valmīkavavāṁ sapta ca mās

̇
ān.

｢誰であろうと君にとってこれが誰の頭であろうと、これによって君は頭
を持つ者となれ」と［となえつつ］、［頭部の］穴に 7 か所が穿たれた蟻塚
と 7 つの豆を入れ置く。

しかし、ここで唱えられるマントラは MS にはなく、KS 38.12 (113,14)と ĀpŚS
16.6.3 にほとんど同じマントラがある。

6 先の KS 20.8 (27,3-5) は 2-2 で扱う KS 20.8 (27,7-10) と近接している。両者の
間には、以下の部分が入る：KS 20.8 (27,5-7)

yamagāthā gāyati. yamalokād evainad vr
̊
ṅkte | tisro gāyati. traya ime lokā.

ebhya evainal lokebhyo vr
̊
ṅkte. tasmād gayate na deyam

̇
. gāthā hy eva tad

vr
̊
ṅkte.

Yama の歌を唱う。他ならぬ Yama の世界からそれ（人の頭）をねじり取る
ことになる。3 [詩節］歌う。これらの諸世界は 3 つである。他ならぬこれら
の諸世界からそれをねじり取ることになる。それ故、歌っている者に与えられ
るべきでない。gāthā がそれをねじり取ってしまうので。

7 BaudhŚS は頭部と蟻塚両方の 7 つの穴を指して prān
̇
a たちと呼び、それらを

合わせて置く、と指示する。VādhūlaŚS の以下に示す規定は特異である。
BaudhŚS 10.10 (9,11-13)
athādatte daks

̇
in
̇
ena valmīkavapāṁ savyena sam

̇
daṁśena purus

̇
aśirah

̇
. |

prān
̇
aih
̇
prān

̇
ān sam

̇
nidhāyāśaye valmīkavapām

̇
nidadhāti |

次に、右手で蟻塚を、左手ではさみ道具によって人の頭を取る。prān
̇
a た

ち（蟻塚の 7 つの穴）と prān
̇
a たち（感官の 7 つの穴）とを合わせて、

蟻塚の中身をその場所（āśaya）へ置く。
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個所に見られる｡8

次に、もう 1 つの頭部への祭式行為を取り上げる。

2-2．頭部に黄金片を置く
頭部はさらに黄金片によって完全なものにされる。この所作は本論で扱

ういずれのテキストにおいても描写され、頭を祭壇の下に置く所作の直前
に位置付けされている。

MS 3.2.7 (26,17-19)
vyŕ

̊
ddhendriyā́n

̇
i9 vái paśuśīrs

̇
ā́n
̇
y ayajñiyā́ny amedhyā́ni. yác chidrés

̇
u

hiran
̇
yaśakalā́ny apy ásyatīndriyén

̇
aiváināni vīryèn

̇
a sámardhayati.

médhyāny enāni yajñíyāni karoti.
動物たちの頭は indriya (感官力) たちが失われており、祭式に相応し
くなく供犠に相応しくないのだ。穴たちに黄金片たちを差し入れる

（apy ásyati)10ことで、他ならぬ indriya によって vīrya (精力的な力)
によってそれらを完全にすることになる。それらを供犠に相応しく祭
式に相応しいものにする。

VādhūlaŚS 8.9.3 (テキストは井狩先生の校訂による。以下同。）
ubhābhyām

̇
valmīkavapām

̇
pratinidadhāti paśuśīrs

̇
āya paśave ca.

蟻塚を犠牲獣（雄ヤギ？人？）の頭と犠牲獣の〔胴体〕の両方に接置する。
8 例えば以下の場面で言及される。
ukhā を焼く：TS 5.1.7.1; KS 19.6 (8,2-3), KpS 30.4 (142,20-21); MS 3.1.7 (9,9-10)。

新しい祭壇の場所を砂利で囲む：TS 5.2.6.3; KS 20.4 (22,8-9), KpS 31.6 (153,10-11)。
新しい祭壇の場所に植物の種子を蒔く：ŚB 7.2.4.26。

9 Mittwede 1986: 112 によると、Schroeder 1886: 26 では vyŕ
̊
dhyaindriyā́n

̇
i だが、

vái の前なので 1 つの複合語と看做すべき。また、indriya の vr
̇
ddhi 化は少なくと

も Veda 期に関しては裏づけがない。更に KS 20.8 (27,8), KpS 31.10 (157,20) 参照。
10 MS のみ apy-as-で、KS, TS, ŚB は praty-as-となっている。黄金片を置く場所

を穴と明示している MS においては apy-as-「差し入れる」は適切な表現であろう。
一方、praty-as-の第一義は「投げ入れる」であり、MS ほどは場所の指定が明瞭で
はない他のテキストにおいてこの動詞が採用されるのは、理にかなっていると言え
よう。
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KS 20.8 (27,7-10), KpS 31.10 (157,19-158,1)
apa vā etasmād indriyam

̇
krāmati, prān

̇
āś śīrs

̇
an＊ vīryam

̇
caks

̇
uś

śrotram
̇

vāg. vyr
̊
ddhendriyam

̇
vā etad amedhyam

̇
mr

̊
taśīrs

̇
am iti vā

etad āhur. medhyaṁ̆ hiran
̇
yam

̇
. yad dhiran

̇
yaśalkaih

̇
pratyasyati

medhyam evainad yajñiyam
̇

karoty. ukhāyām apidhāya pratyasyati.
pratis

̇
t
̇
hām evainad gamayitvā prān

̇
ais samardhayati.

＊KpS: śīrs
̇
aṁ

これ（人の頭）から indriya が去って行くのだ、頭部の prān
̇
a たち、

［即ち、] vīrya、視覚、聴覚、発語機能が。「これは感官の力が失われ
た供犠に相応しくない死んだ頭である」というようなことを［人々］
は言う。黄金は供犠に相応しい。黄金片を投げ入れる（praty-
asyati)10ことで、それを他ならぬ供犠に相応しく祭式に相応しいもの
にすることになる。ukhā (素焼きの土器) に入れてから［黄金片を］
投げ入れる。他ならぬそれ（頭部）を安定に到らせてから、prān

̇
a た

ちによって完全にすることになる。

TS 5.2.9.2-3
vyŕ

̊
ddham

̇
vā́ etát prān

̇
áir amedhyám

̇
yát purus

̇
aśīrs

̇
ám. amŕ

̊
tam

̇
khálu

vái prān
̇
ā́h
̇
. || 2 || amŕ

̊
taṁ̆ híran

̇
yam. prān

̇
és
̇
u hiran

̇
yaśalkā́n práty asyati.

pratis
̇
t
̇
hā́m eváinad gamayitvā́ prān

̇
áih
̇
sám ardhayati.

人の頭というものは、これは prān
̇
a たちが失われており供犠に相応

しくないのだ。prān
̇
a たちは不死なのだ。3）黄金は不死である。

prān
̇
a たちに黄金片たちを投げ入れる（práty asyati)10。それを他な

らぬ安定に到らせてから、prān
̇
a たちで完全にすることになる。

TS は再び、人の頭は prān
̇
a たちを失ったので供犠に相応しくない、と

繰り返し、黄金片を置くことで prān
̇
a たちによって完全にするとする。

ここでは prān
̇
a たちを 7 であるとは言っていないが、前節（5.1.8.1）との

関連から 7 と推測できる。しかし他の 2 つのテキストはこれとは異なって
いる。KS は人の頭は indriya (単数）を失ったので供犠に相応しくない、
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とし、indriya を “prān
̇
āś śīrs

̇
an vīryam

̇
caks

̇
uś śrotram

̇
vāg” と言い換える。

そして、TS と同じく、黄金片を置くことで prān
̇
a たちによって完全にす

る。MS は人のみならず動物の頭についても indriya (複数）を失ったので
供犠に相応しくないとする。黄金片を置くことで indriya, vīrya (単数）に
よって完全にする。最初の indriya が複数なのは、複数の頭を修飾する所
有複合語を形成しているからであろう。

ここで注目したいのは黄金を置く場所についてである。TS は prān
̇
a た

ちとし、MS は穴（chidra）たちと呼び､11 KS は言及しない｡12

ŚB 7.5.2.8-12 においても、人および動物の頭に同じ所作をするが、置く
場所については、具体的に最初は口といい、次からは「ここ（iha）」と指
示する。

11 Mitchiner 1982: 293 はヴェーダ文献において prān
̇
a たちはまず頭部の穴（耳、

目、鼻孔、口）を意味し、気息や生気はそこから出入りする、と指摘する。しかし
それほど単純ではないことは、MS が頭部の穴を prān

̇
a たちとは呼んでいないこと

からも明らかである。
12 Śrautasūtra では口（āsya）、目（aks

̇
i）右左、耳（karn

̇
a）右左、鼻孔（nāsik）

右左などと指示するが、その順序は一定しない。BaudhŚS のみは prān
̇
a たちとも

いう（注 7 参照）。MānŚS は切り口（vikartana）にも黄金を置く。
BaudhŚS 10.33 (30,20-31,4)
tasya prān

̇
es
̇
u hiran

̇
yaśalkān pratyasyati. drapsaś caskandety āsye. ‘bhūd

idam
̇

viśvasya bhuvanasya vājinam iti daks
̇
in
̇
asyām

̇
nāsikāyām. agner

vaiśvānarasya cety uttarasyām. agnir jyotis
̇
ā jyotis

̇
mān iti daks

̇
in
̇
e ‘ks

̇
n
̇
i.

rukmo varcasā varcasvān ity uttara. r
̊
ce tveti daks

̇
in
̇
e karn

̇
e. ruce tveti

uttare.
MānŚS 6.1.7.26
…hiran

̇
yaśakalān apyasyati. r

̊
ce taveti karn

̇
e. ruce taveti savye. bhāse

tavety aks
̇
in
̇
i. jyotis

̇
e taveti savye. b́hūd idam iti nāsikāyām. agnis tejaseti

savyāyāṁ. rukmo varcasety āsye. sahasradā asi sahasrāya tveti vikartane. //
ĀpŚS 16.26.13-16.27.4 口、目右左、両耳, 鼻孔右左
KātyŚS 17.5.7-12 口、両鼻孔、両目、両耳
VādhūlaŚS 8.24.14-18 鼻孔を prān

̇
a という。
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ŚB 7.5.2.8-9, 11-12
áthais

̇
u hiran

̇
yaśakalān prátyasyati.| prān

̇
ó vái híran

̇
yam. átha vā́

etébhyah
̇
paśúbhyah

̇
sam

̇
jñapyámānebhya evá prān

̇
ā útkrāmanti. tád

yád dhiran
̇
yaśakalā́n pratyásyati prān

̇
ā́n evàis

̇
v etád dadhāti.||8|| saptá

prátyasyati.| saptá vái śīrs
̇
án prān

̇
ā́s. tā́n asminn etád dadhāti….||9|| …

||10|| múkhe prathamam
̇

prátyasyati… ||11|| r
̊
ce tvétīhá… ||12||

8) 次に黄金片たちをこれら（頭たち）の中に投げ入れる（práty-
asyati)10。黄金は prān

̇
a なのだ。そして prān

̇
a たちはこれら正に殺さ

れている動物たちから去っていく。それで黄金片たちを投げ入れるこ
とで、他ならぬ prān

̇
a たちをこれらにこのように置くことになる。

9) 7 つ［黄金片たちを］投げ入れる。頭部における prān
̇
a たちは 7

つなのだ。それらをこれ（頭）にこのように置くことになる。…
11) 最初の〔黄金片を〕口に投げ入れる。…
12) ｢君への称賛のために」と、ここに〔投げ入れる〕。

以上をまとめて表に示す。

黄金片を置く場所に関して、TS による prān
̇
a たちとは、実際は MS の

言う chidra (穴) たちを指しているだろう。prān
̇
a たちを失ったので供犠

に相応しくないとされる頭の穴をも prān
̇
a たちと呼ぶのは、いささか奇

異な印象を与える。また、prān
̇
a たちが穴を意味しているのだとすると、

もう一方の 7 つの prān
̇
a たちは何を意味するのであろうか。さらに、こ

れらを MS のように区別することなく同じ語で呼ぶのは何故なのか。

頭部における 7 つの prān
̇
a たちについて (伊澤) 143

― 50 ―

頭の種類 失ったもの 注入するもの 黄金片を置く場所

MS 動物たち（人も含む） indriya indriya vīrya chidra たち

KS 人 indriya prāKa たち 記述無し

TS 人 prāKa たち prāKa たち prāKa たち

ŚB 動物たち（人も含む） prāKa たち（7） prāKa たち mukha, iha



MS においては、indriya と vīrya が並記され、KS においては、indriya
は “prān

̇
āś śīrs

̇
an vīryam

̇
caks

̇
uś śrotram

̇
vāg” と換言される。indriya や

vīrya と 7 prān
̇
a たちとはいかなる関係にあるのだろうか。

これらの問題点、すなわち、7 prān
̇
a たちの実体および indriya や vīrya

との関係を解明するに当たって、7 prān
̇
a たちが生体諸機能等との関連で

語られる部分を検討する必要がある。

3．7 つの prān
̇
a たちと生体諸機能等との関係

3-1．6 祭詞と 1詩節
ukhā が焼き上がった後にこれを熱して火を灯すが、その直前の場面で

も prān
̇
a たちが言及される13。

MS 3.1.9 (11,8-14)
s
̇
ád
̇
etā́ny ādhītayajū́ṁs

̇
i juhoti. s

̇
ád
̇
vā́ r

̊
táva. r

̊
túbhir vā́ etát pr

̊
thivyā́

vīryàm údyachate. nā́nā juhoti. nā́nāvīryā hī̀mé prān
̇
ā́h
̇
. prān

̇
ā́nāṁ

vídhr
̊
tyai. yám

̇
kāmáyeta badhiráh

̇
syād íti, tásya sakŕ

̊
t sárvān

̇
y

anudrútya juhuyāt. prān
̇
ā́n asya sám

̇
bhinatti. badhiró bhavati. tásmād

badhiró vācā́ vádati. ná śr
̊
n
̇
oti. vā́caṁ hy àsyendriyám anupádyate.

prān
̇
ā́ vā́ etā́nī́tarān

̇
i chándāṁsi. vā́g anus

̇
t
̇
úb. yád anus

̇
t
̇
úbhā

saptamám
̇

juhóti, vā́caṁ vā́ etát prān
̇
és
̇
ūpasám

̇
dadhāti. tásmād iyáṁ

vā́k saptamī́ prān
̇
ā́nām.

①これら 6 つの瞑想された祭詞たちを献供する。季節たちは 6 つなの
だ。正に季節たちによってこの様に大地の力を高めることになる。別
個に献供する。これらの prān

̇
a たちは別個の力を持つ（nā́nāvīryā）

ので。prān
̇
a たちの分離の為に。誰かに対し、「耳が聞こえなくなる

ように」と望むなら、その人の為に、全ての［祭詞を］続けて唱えて

13 当該部分はテキストによってその収録位置が異なる。KS と TS は、犠牲獣祭
の直後、ukhā を熱して火を灯す前に位置するが、MS と ŚB は ukhā が焼き上がっ
た直後でこれを熱して火を灯す前に位置する。ŚB の対応部分には他のテキストの
ような prān

̇
a たちに関する記述はない。
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から一度に献供するべし。彼の prān
̇
a たちを粉々にする。彼は耳が

聞こえなくなる。それ故、耳が聞こえない人は言葉によって話す。
［しかし］聞こえない。何故なら、この者の indriya が言葉を追いか
けるから。これら他の韻律たちは prān

̇
a たちなのだ。anus

̇
t
̇
ubh14は発

語機能である。② 7 つ目を anus
̇
t
̇
ubh によって献供することで、この

様にして、正に発語機能を prān
̇
a たちに加えることになる。それ故、

この発語機能は prān
̇
a たちの中の 7 番目である。

KS 19.10 (10,16-20), KapS 30.8 (144,5-9)
s
̇
ad
̇

ādhītayajūṁs
̇
i juhoti. s

̇
ad
̇

vā r
̊
tava. r

̊
tubhir evainam

̇
dīks

̇
ayaty.

r
̊
tubhir asyā vīryam udyacchate. saptaitāni juhoti. sapta prān

̇
āh
̇
.

prān
̇
air evainam

̇
dīks

̇
ayati. nānā juhoti. tasmān nānāvīryāh

̇
prān

̇
āś

caks
̇
uś śrotram

̇
vāg. anus

̇
t
̇
ubhottamam

̇
juhoti. vāg vā anus

̇
t
̇
ub. vācam

evottamām
̇

dadhāti. tasmād vāk prān
̇
ānām uttamā vihitam

̇
vadati.

① 6 つの瞑想された祭詞たちを献供する。季節たちは 6 つなのだ。他
ならぬ季節たちによって彼（祭主）を潔斎させる。季節たちによって
この大地の力を高める。②これら 7 つを献供する。prān

̇
a たちは 7 つ

である。他ならぬ prān
̇
a たちによって彼を潔斎させる。別個に献供

する。それ故、prān
̇
a たちは別個の力を持つ、［即ち、］視覚、聴覚、

発語機能。最後に anus
̇
t
̇
ubh によって献供する。anus

̇
t
̇
ubh は発語機能

なのだ。最後に他ならぬ発語機能を置くことになる。それ故、prān
̇
a

たちのうちで最後である発語機能は命令を発する。

TS 5.1.9.1
s
̇
ád
̇
bhir dīks

̇
ayati. s

̇
ád
̇

vā́ r
̊
táva. r

̊
túbhir eváinam

̇
dīks

̇
ayati. saptábhir

dīks
̇
ayati. saptá chándāṁsi. chándobhir eváinam

̇
dīks

̇
ayati. víśve

devásya netúr íty anus
̇
t
̇
úbhottamáyā juhoti. vā́g vā́ anus

̇
t
̇
úp. tásmāt

prān
̇
ā́nām

̇
vā́g uttamā́.

14 8 音節×4 半詩節からなる韻律の一種。
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① 6 つによって潔斎させる。季節たちは 6 つなのだ。他ならぬ季節た
ちによって彼（祭主）を潔斎させることになる。② 7 つによって潔斎
させる。韻律たちは 7 つである。他ならぬ韻律たちによって彼を潔斎
させることになる。「全ての人が、導く者である神の」という、anus

̇
-

t
̇
ubh によって最後に献供する。anus

̇
t
̇
ubh は発語機能なのだ。それ故、

発語機能は prān
̇
a たちのうちで最後である。

KS と TS の①と②の関係がわかりづらく、あたかも 6 つの献供の後に
7 つの献供の実行を規定しているような錯覚を招くが、まず 6 祭詞によっ
て献供してから 7 回目に anus

̇
t
̇
ubh の詩節を唱えながら献供するという意

味であろう｡15

prān
̇
a たちは 7 つであると言明するのは KS のみだが、MS は vāc（発

語機能）である anus
̇
t
̇
ubh を 7 番目とすることで 7 prān

̇
a たちを暗示し、

TS には 7 韻律等の 7 を意識した記述が見られる。
anus

̇
t
̇
ubh のマントラだけを他の 6 つのマントラから切り離し、更に

anus
̇
t
̇
ubh を vāc と等置し、それを特に 7 番目、つまり最後に位置付けて

いるということから導きだされる 6＋1 という構図は、目鼻耳と口の組み
合わせ以外に、北斗七星、7 聖仙を連想させる。7 聖仙は既に R

̊
gveda

(RV) や Atharvaveda (AV) で言及される｡16

15 ĀpŚS 16.8.13
yat prāg dīks

̇
āhutībhyās tat kr

̇
tvākūtyai prayuje ’gnaye svāheti pañcādhvarikīr

hutvākūtim agnim iti s
̇
ad
̇
āgnikīh

̇
. | viśve devasya netur iti pūrn

̇
āhutim

̇
saptamīm.

潔斎の献供たちの前にやることをおこなって、’ākūtyai prayuje ’gnaye svāhā’
と唱えつつ Soma 祭に関わる 5 つの献供を行ってから、’kūtim (MŚS 6.1.3.20
では ākūtam) agnim’ と唱えつつ祭火設置に関わる 6 つの献供を［行い］、
’viśve (MŚS 6.1.3.20 では viśvo) devasya netuh

̇
’ と唱えつつ 7 番目に満たした柄

杓での献供を［行う］。
ちなみに、6 祭詞は TS 4.1.9.1a、KS 16.7 (227,9-11)、MS 2.7.7 (82,7-9)、VS 11.66。

7 番目の詩節は RV 5.50.1、TS 4.1.9.1b、KS 16.7 (227,12-14)、MS 2.7.7 (82,10-12)、
VS 11.67。

16 AV 10.8.5
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RV 1.164.15＝AV 9.9.16
sākam

̇
jā́nām

̇
saptátham āhur ekajám

̇
s
̇
ál
̇
íd yamā́ ŕ

̊
s
̇
ayo devajā́ íti /

tés
̇
ām is

̇
t
̇
ā́ni víhitāni dhāmaśá sthātré rejante víkr

̊
tāni rūpaśáh

̇
//

共に生まれるものたちのうちの 7 番目を人々は 1 人で生じたものと呼
ぶ。「6 人は正に双子たちで神々の出自の聖仙たち」と。
望まれた［場たち］が彼らの領域に応じて分けられ、様々な姿に変え
られて、彼らは不動のものに対して（sthātré)17震えている。

6 人は双子であり 7 番目は 1 人で孤立している。即ち、3×2＋1 の構図
である。これらの 7 聖仙たちが、Br

̊
hadāran

̇
yaka-Upanis

̇
ad (BĀU) 2.2.3-4

によって頭部の 7 prān
̇
a たちと同一視されているのは知られているが、既

に MS にも同様の指摘がなされている｡18

MS 1.5.11 (80,9-11)19

té vā́ enenéd
̇
yās. té vái té saptar

̊
s
̇
áya evá. prān

̇
ā́ vái saptar

̊
s
̇
áyah

̇
.

prān
̇
ā́n vā́ etád īt

̇
t
̇
ā. ī́t

̇
t
̇
e ha vái svā́n prān

̇
ā́n. vr

̊
ṅkté bhrā́tr

̊
vyasya20

prān
̇
ā́n.

idám
̇

savitar ví jānīhi s
̇
ád
̇
yamā́ éka ekajáh

̇
/

tásmin hāpitvám ichante yá es
̇
ām éka ekajáh

̇
//5//

サヴィトリよ、これを認識せよ。6 人の双子たちと 1 人で生まれたもの。
これらのうちの1 人で生まれたものである彼のなかに彼らは分け前を探し求める。
AV 10.8.9
tiryágbilaś camasá ūrdhvábudhnas tásmin yáśo níhitam

̇
viśvárūpam/

tád āsata ŕ
̊
s
̇
ayah

̇
saptá sākám

̇
yé asyá gopā́ maható babhūvúh

̇
//9//

横に穴が開いている、底を上にした器、そこに様々な形の栄光が置かれている。
この偉大なものの守護者たちとなった7 人の聖仙たちが、そこで共に座している。
Brereton 1991: 1-17、Mitchiner 1982: 8-11 参照。

17 sthātŕ
̊
は北極星を指すという説に従った。Thieme 1987: 335-336、Witzel und

Gotō 2007: 297. 738 参照。
18 Brereton 1991: 15 n.19 参照。
19 Amano 2009: 199 参照。
20 Mittwede 1986: 56、Sātavalekara 2000: 47 に従った。
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彼ら（7 プルシャ）はこの者（祭主）によって称えられた。彼らは正
しく 7 人の聖仙たちである。7 人の聖仙たちは prān

̇
a たちなのだ。彼

はこのように prān
̇
a たちを称えるのだ。彼は自身の prān

̇
a たちを称

えるのだ。彼は敵の prān
̇
a たちをねじり取る。

6 (3×2)＋1 という構図においては、3 機能（嗅覚、視覚、聴覚）がそ
れぞれ 2 つの領域を有し、最後の 1 機能（発語機能）だけが 1 つの領域で
活動する。つまり全部で 4 機能、7 領域となる。そして、この MS の prā-
n
̇
a たちとは 7 つの領域で活動を促す 7 prān

̇
a たちのことである。

頭部の感覚器官が有する 4 機能やそれに manas (思考) を加えた 5 機能
は、すでにこれらのテキストの中で認識されているが､21 KS 19.10 (10,
16-20) には 3 つの機能、すなわち、視覚、聴覚、発語機能のみが列挙さ
れる。また、2-2 で扱った KS 20.8 (27,7-10) には “prān

̇
āś śīrs

̇
an vīryam

̇
caks

̇
uś śrotram

̇
vāg” とあり、やはり嗅覚がない。vīrya は頭部の prān

̇
a た

ちと等置されているとみなすこともできるが、また、諸機能の一つとして
先頭に挙げられているともとれる。その場合、嗅覚を意味する prān

̇
a が

統括者的な prān
̇
a と混同され、或いは同一視され、vīrya に置き換えられ

たと考えるのは無理があろうか。
MS 3.1.9 (11,8-14) と KS 19,10 (10,16-20) は 7 つの献供を別個に行うよ

う規定する。具体的には、マントラを 1 つ唱えるごとに 1 回献供するとい
うやり方である。この規定の後に、MS は prān

̇
a たちは別個の力を持つ

21 prān
̇
abhr

̊
t (煉瓦)を置く規定に関連して 5 つの生体諸機能があげられている：

KS 20.9 (28,16-17), TS 5.2.10.3-4, MS 3.2.8 (28,6-7)。但し、MS は prān
̇
a (気息)、視

覚、聴覚、発語機能の 4 つのみあげる。MS 3.2.9 (29,10-12) も同様。
KS 20.9 (28,16-17), KpS 31.11 (159,5-6)
apasyā̀ ánu prān

̇
abhŕ

̊
ta úpadadhāti. rétasy evá sikté prān

̇
ám
̇

mánaś cáks
̇
uś

śrótram
̇

vā́cam
̇

dadhāti.
apasyā (煉瓦) たちの次に prān

̇
abhr

̊
t (煉瓦) たちを置く。他ならぬ撒かれた精

子に prān
̇
a (気息)、思考機能、視覚、聴覚、発語機能を与えることになる。

また、ŚB 8.1.1.6-8.1.2.6 では、5 人の仙人が prān
̇
á mánas cáks

̇
us śrótra vā́c と同一

視され、更に 5 prān
̇
a たち（気息）との対応をも示される。
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（nā́nāvīryā）ので、prān
̇
a たちの分離の為に、と続け、KS は、それ故、

prān
̇
a たちは別個の力を持つ、と結論する。いずれも、7 つの献供を別個

に行うことと prān
̇
a たちを分けることを関連付けている。

MS はさらに、全ての［マントラを］続けて唱えてから一度に献供する
なら、その対象となった人の prān

̇
a たちは粉々になり、耳が聞こえなく

なる。何故なら、indriya が言葉を追いかけるから、という説を披露する。
これらの記述から、本来一つである統轄的な prān

̇
a は indriya や vīrya

と同一視され、それが分離されて、別個の vīrya を持つものとなり、これ
ら vīrya が生体諸機能の原動力であるという構図がおぼろげながら見えて
くる。このよう統轄的な prān

̇
a の存在は以下の個所に認められる。

3-2．新しい祭壇の 5層目
煉瓦で積まれた祭壇の 5 層目に svayamātr

̊
n
̇
n
̇
ā́ という自然に穴が開いて

いる石とある煉瓦を置く場面で、prān
̇
a と生命（āyus）に言及される。

MS 3.3.1 (32,19-33,4)
prān

̇
ó vái svayamātr

̊
n
̇
n
̇
ā́yur vāyavyā̀. samī́cī úpadadhāty. ā́yuś caivá

prān
̇
ám
̇

ca sayújā akar.
svayamātr

̊
n
̇
n
̇
ā は prān

̇
a で、vāyavyā (風に関わる煉瓦）は生命なの

だ。一緒に置く。他ならぬ生命と prān
̇
a を結びつけたことになる。

KS 21.3 (39,14-19), KapS 31.18 (166,3-8)
āyos tvā sadane sādayāmīty. āyur evottamam

̇
dadhāti. tasmād āyuh

̇
prān

̇
ānām

̇
uttamam…. vāyumatī. prān

̇
o vai vāyur. āyus svayamātr

̊
-

n
̇
n
̇
āyuś caivāsmin prān

̇
am
̇

ca samīcī dadhāti.
｢あなたを生命の座に私は坐らせる｣22と。他ならぬ生命を最高のもの

22 KS 17.10 (252,13-14), TS 4.4.3.3g
KS 17.10 (252,13-14)
āyos tvā sadane sādayāmy avataś chāyāyām

̇
. namas samudrāya. namas

samudrasya caks
̇
ase.//
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として与えることになる。それ故、生命は prān
̇
a たちのうちで最高

である。…vāyu という語を含む［詩節が唱えられるレンガ］。vāyu
は prān

̇
a、svayamātr

̊
n
̇
n
̇
ā は生命なのだ。これに他ならぬ生命と prā-

n
̇
a を一緒に与えることになる。

TS 5.3.7.3
svayamātr

̊
n
̇
n
̇
ā́m
̇

ca vikarn
̇
ī́m
̇

cottamé úpa dadhāti. prān
̇
ó vái

svayamātr
̊
n
̇
n
̇
ā́yur vikarn

̇
ī́. prān

̇
ám
̇

caivā́yuś ca prān
̇
ā́nām uttamáu

dhatte. tásmāt prān
̇
áś cā́yuś ca prān

̇
ā́nām uttamáu.

svayamātr
̊
n
̇
n
̇
ā と vikarn

̇
ī (耳なし煉瓦）を一番上のものとして置く。

svayamātr
̊
n
̇
n
̇
ā は prān

̇
a で、vikarn

̇
ī は生命なのだ。他ならぬ prān

̇
a

と生命を prān
̇
a たちの最高のものとして受け取ることになる。それ

故、prān
̇
a と生命は prān

̇
a たちの最高のものである。

KS と TS は、āyus を prān
̇
a のカテゴリーに含め、prān

̇
a たちのうちで

最高のものであると宣する。svayamātr
̊
n
̇
n
̇
ā と vikarn

̇
ī という煉瓦を一番

上のものとして置くことで、āyus と prān
̇
a とが結びつくのである。TS は

また、この prān
̇
a をも prān

̇
a たちのうちで最高のものとみなす。この最

高の prān
̇
a こそが vīrya と同置されるものなのだろうか。後に prān

̇
a は一

層明瞭に生命や vīrya などと同一視されるが、以下に ŚB の該当箇所をい
くつか提示する。

ŚB 12.7.2.5
prān

̇
áh
̇
sárasvatī vīryàm.| yát sārasvató bhávati prān

̇
ám evā̀smim

̇
s tád

vīryàm
̇

dadhā́ty. átho apānáṁ. samānáṁ hí prān
̇
áś cā́pānáś ca ||

サラスヴァティーは prān
̇
a、vīrya である。サラスヴァティーに捧げ

る［犠牲獣：羊（ŚB 12.7.2.3）］があるなら、この者（祭主）に他な

あなたを生命の座に私は坐らせる、守護する者の影に。大海に帰命す。大海の
澄明さに帰命す。
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らぬ prān
̇
a、vīrya を授けることになる。さらにまた apāna も［授け

ることになる］。prān
̇
a と apāna は等しいので。

サラスヴァティーが prān
̇
a、vīrya と等置されている。次の箇所では、

prān
̇
a たちと yaśas, vīrya が同置されるが、それらが出て行ったあと、体

の中に manas が残る。

ŚB 10.6.5.6
sò 'kāmayata,| bhū́yasā yajñéna bhū́yo yajeyéti. sò 'śrāmya. sá tápo
'tapyata. tásya śrāntásya taptásya yáśo vīryàm údakrāmat. prān

̇
ā́ vái

yáśo vīryàm
̇
. tát prān

̇
es
̇
ū́tkrāntes

̇
u śárīraṁ śváyitum adhriyata. tásya

śárīra evá mána āsīt.
それ（死から生まれた存在）は願った、「私は更なる祭式によって再
び祭りたい」と。彼は疲弊した。彼は苦行した。疲弊し熱くなった彼
から、yaśas (栄光)、vīrya が出て行った。yaśas、vīrya とは prān

̇
a

たちなのだ。prān
̇
a たちが出て行くと、体が膨れだした。それの体に

は他ならぬ manas (思考機能）があった（残った）。

このように、vīrya は ŚB においては 5 prān
̇
a たちの中の prān

̇
a や prān

̇
a

たちとみなされる。さらに、ŚB 12.7.1.1, 12.7.3.9-10, 12.8.1.1 では、インド
ラがトヴァシュトリのソーマを飲んで体がバラバラになり、そこから in-
driya と vīrya が流出した、と描出されているが、ŚB 12.8.3.1 では、in-
driya と vīrya の代わりに prān

̇
a となっており、indriya、vīrya と prān

̇
a

との同一視が看取される23。
最初の 1 例を除いて ŚB のこれらの記述に共通するのは、死に類した状

況下で prān
̇
a などが出ていくという設定である。これは以下に挙げる

BĀU 4.4.2 の死に際しての描写を想起させる。そこでは prān
̇
a と prān

̇
a た

ち両方が見いだされる。

23 Blezer 1992: 25, 42 n.27, n.28 参照。
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BĀU 4.4.2(K)/3(M)24

tásya haitásya hŕ
̊
dayasyā́gram

̇
prádyotate.| téna pradyoténais

̇
á ātmā́

nís
̇
krāmati, caks

̇
us
̇
t
̇
ó vā mūrdhnó vānyébhyo vā śarīradéśebhyas.| tám

utkrā́mantam
̇

prān
̇
ò 'nū́tkrāmati.| prān

̇
ám anūtkrā́mantaṁ̆ sárve

prān
̇
ā́ anū́tkrāmanti.|

すると、つまり、この人（死にゆく人）の心臓の先端が輝き始める。
その輝きによりこのアートマンは出ていく、目から、或いは頭頂から、
或いは他の身体の諸部分から。それが昇っていくと prān

̇
a が続いて

昇っていく。prān
̇
a が昇っていくと続いて全ての prān

̇
a たちが昇って

いく。

死に臨み、ātman、prān
̇
a、prān

̇
a たちという順で体から脱出するわけ

だが、これは高位のものから低位のものという順番であり、ātman の次
に出ていく prān

̇
a は次に出ていく prān

̇
a たち（生体諸機能）を統括する

prān
̇
a であろう。そして indrya や vīrya と同置された prān

̇
a はこの prān

̇
a

であると考えられる。

4. まとめ
7 という数字は当然頭部の 7 つの穴を連想させる。しかし、頭部の 7

prān
̇
a という場合、はっきりと何であるかが指示されるわけではない。し

かも黄金片を置く場所を穴と示すのは MS のみであり、TS は prān
̇
a と指

定し、KS は言及しない。即ち、TS は出口である穴や prān
̇
a たちの活動

領域をも prān
̇
a としているが、MS はこれらを区別している。この点に関

して KS の態度は他の両者ほど明確ではない｡25 さらに、MS と KS は in-
driya や vīrya を prān

̇
a と同義のものとみなしている印象を受けるが、そ

24 この部分はその前後と合わせて、後に「輪廻」と呼ばれる過程が述べられてい
る。後藤 2009: 18-20 参照。

25 このような KS の MS, KS に対する中立的な有り様は随所で見られる。例えば、
新しい Āhavanīya (Agni) を積む際の様々な作業や煉瓦積みの記述に現れる。Iza-
wa 2016-1: 1061-1066; 2016-2: 75; 2016-3; 143-158 参照。
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の記述は未だ明瞭さに欠ける。
7 という数に関しては、6 (3×2)＋1 の構図を連想させる。つまり、4 機

能と 7 領域である。元々 1 つの prān
̇
a が 7 つに分かれて、7 領域において

4 つの諸機能を動かしている。この 7 領域にはそれぞれ開口部があり、死
に際して prān

̇
a はここから出ていくのである。即ち、以下のような流れ

が想定される。

①統轄的 prān
̇
a

↓
② 7 分裂し 7 つの prān

̇
a たちとなる

↓
③ 4 機能として 7 領域に広がる

↓
④死などに際して 7 つの開口部から出る

切断された頭は prān
̇
a たち（TS, ŚB）或いは indriya (MS, KS) を失って

祭式にふさわしくない。そこで頭の穴に蟻塚（KS, TS）や黄金片を接置
することで、prān

̇
a たち（KS, TS, ŚB）や indriya, vīrya (MS) により、頭

を完全なものにする、というのは、上の④から①への流れを意識しての行
為であろう。即ち、蟻塚の中の prān

̇
a が 7 つの穴を通って（prān

̇
a たちと

なって）、或いは黄金片が prān
̇
a たちとして、頭の 7 つの穴、つまり両目、

両耳、両鼻孔、口から注入され、それらがまとまって一つになるのである。
MS が①②を indriya, vīrya とし③を prān

̇
a たち、④の開口部を穴と呼

ぶのに対し、TS は①から④まで prān
̇
a たちという同じ呼び名を与えたこ

とで、これらを一続きとみなしていることが一層鮮明であり、後にヨーガ
やインド古典医学などにおいて発展する脈管という概念の萌芽が見いださ
れる。

略号表
AB Aitareya-Brāhman

̇
a
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ĀpŚS Āpastamba-Śrautasūtra
AV Atharvaveda-Sam

̇
hitā

BĀU Br
̊
hadāran

̇
yaka-Upanis

̇
ad

BaudhŚS Baudhāyana-Śrautasūtra
KpS Kapis

̇
t
̇
hala-Kat

̇
ha-Sam

̇
hitā

KS Kāt
̇
haka-Sam

̇
hitā

KātyŚ Kātyāyana-Śrautasūtra
MS Maitrāyan

̇
ī Sam

̇
hitā

MānŚS Mānava-Śrautasūtra
RV R

̇
gveda-Sam

̇
hitā

ŚB Śatapatha-Brāhman
̇
a

TS Taittirīya-Sam
̇
hitā

VS Vājasaneyi-Sam
̇
hitā
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Summary

On the Seven Prān
̇
as of the Head

Atsuko Izawa

In several places in the Agnicayana, we find formulation of seven prān
̇
as of

the head. Although these play an important role in certain rites, where the
severed heads are treated, the precise nature of the prān

̇
as is unclear. This

paper examines the relevant portions of the texts in order to elucidate the
substance of the seven prān

̇
as.

Severed heads are considered not fit for sacrifice as they are devoid of
indriya (MS, KS)/prān

̇
as (TS, ŚB) and are made complete by means of

ritual objects, an anthill and chips of gold. The anthill is regarded as having
prān

̇
as (KS, TS). The chips of gold are regarded as prān

̇
as (KS, TS, ŚB) or

indriya, vīrya (MS); only the TS designates the places for the chips of gold
as prān

̇
as. The MS, however, calls these places chidras (orifices), while the

KS does not mention them at all.
The description of seven prān

̇
as seems to suggest the set of three pairs

and one (3 x 2＋1) of seven seers, Ursa Major. One prān
̇
a is divided

sevenfold and, while alive, promotes the four vital functions in the seven
spheres, i. e., orifices, through which the prān

̇
a departs upon death. The

following sequence can be suggested: ① prān
̇
a as a supervisor; →② prān

̇
a

is divided into seven and becomes seven prān
̇
as; →③ prān

̇
as as four vital

functions spread to seven spheres; →④ prān
̇
as go out through the seven

exits upon death.
Supervising prān

̇
a, which is originally single, is identified with vīrya or

indriya. When prān
̇
a is separated, vīrya or indriya is also divided and puts

the vital functions into action.
The action of infusing the heads with prān

̇
as reflects the reverse flow
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(from ④ to ①), that is, prān
̇
a in the anthill or in the chips of gold is infused

into the head through the seven orifices as the seven prān
̇
as, which then

gather to become one prān
̇
a.

The MS designates ①② indriya, vīrya, ③ prān
̇
as, and exits of ④

chidras (orifices); in contrast, however, the TS calls ①-④ prān
̇
as. This fact

suggests that the TS considers ①-④ to be a series more clearly than the
MS. This concept is associated with the later notion of vein.
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